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地域自然史博物館のデジタルアーカイブが目指すもの 大西 亘（学芸員）
　　　　　おおにし わたる

　「自然科学のとびら」23巻3号P.18-19
（2017年9月発行）の 『地域自然史博物

館のデジタルアーカイブ- 概要-』（以下、

“前編”と呼称）において、別の機会に

紹介するとしていたデジタルアーカイブを

構築する意義、課題、展望について、ここ

に紹介します。

　前編では、自然史博物館のデジタル

アーカイブで収集される対象から、デジ

タルアーカイブを概観し、デジタルアーカ

イブでは従来文書館や図書館で扱われ

てきた文書を中心とする 「アーカイブズ」

資料だけでなく、美術品や自然史資料を

含む、広い意味での博物館資料や、研究

データといった学術情報も対象としつつ

あることを紹介しました。こうしたデジタル

アーカイブの対象資料は実際に存在する

資料を画像化したものや、採集ラベルに

書かれたデータをデジタル化したような、

「元々ある資料をデジタルデータ化した

もの」と、「デジタルデータとして記録／取得

された資料」に大別されます。自然史博物

館に限らず、一般にデジタルアーカイブ

として想定しやすいのは、前者について

かもしれません。一方、後者には、音声や

動画、あるいは可視域外のスペクトル

データや可聴域外の音波データ、生物の

DNA配列など、デジタルデータだから

こそ認識できる資料が含まれます。デジ

タルアーカイブの強みは、「元々ある資料

をデジタルデータ化したもの」と、「デジ

タルデータとして記録/ 取得された資料」

双方を対象としながら、これらの情報をそれ

ぞれの関係性で結びつけたり、結びつき

を可視化して把握できることにあります。

利用者のアクセス性の向上

　自然史博物館のデジタルアーカイブが

もたらす変革は、何より、博物館利用者に

とっての利用可能性が大きく広がることに

あります。例えば、デジタルアーカイブが

構築される際には、対象資料が目録化

され一覧できるようになります。もちろん、

目録化は紙の検索カードでも可能です

が、デジタルアーカイブとして扱われること

で、実物資料や紙の検索カードでは出来

なかったデータの検索性や参照性、デジ

タル資料間の関連付けなどが実現可能と

なります。あわせて、資料名などを具体的

に知らなくても、キーワードなどから目的と

なるものを探し出し、その内容や関連

情報を参照出来ることもデジタルアーカイ

ブの強みです。誰もが利用できるサービス

として、文化庁の運営するポータルサイト

「文化遺産オンライン」（http://bunka.nii.
ac.jp/ ）では、全国の参加機関の所蔵する

文化遺産を横断的に検索することがで

き、収蔵機関名や関連情報を参照する

ことが出来ます。広い意味の博物館として

は、公益社団法人日本動物園水族館

協会（JAZA）が提供する「飼育動物検索」

（http://www.jaza.jp/animals/zukan.php ）も
近い例かもしれません。ここでは加盟する

全国の動物園・水族館の飼育動物を横

断検索することができ、例えば “ラッコ”

が見られるのはどの施設か、を利用者

が知ることが出来ます。また、博物館の

事例ではありませんが、「日本にあるすべ

ての本をあたりまえに探せるようにする」と

いう目標を掲げる図書館蔵書のインター

ネット検索サービス 「カーリル」（株式会社

カーリル https://calil.jp/ ) は、利用者のアク

セス性向上を目指すデジタルアーカイブ

の一つの方向性として、図書館でも、出版

社でもない民間事業者が提供している

点も含め、興味深い事例と言えます。

　さらに、デジタルアーカイブをインター

ネットで公開することで、世界中の人々が

その情報を利用できるようになります。この

ことは、例えば資料を収蔵している博物館

へ、開館日の開館時間中に出向かなけれ

ば利用できないという従来の博物館では

当たり前だった地理空間的・時間的制約

を超えることに繋がります。生命の星・地球

博物館の生物系標本の多くは、国際的

な標本情報データベースである地球規

模生物多様性情報機構 （GBIF）(https://
www.gbif.org/ ) への登録と公開を実施

しており、実際にこれらのデータベースを

参照した世界中の研究者から標本の

問い合わせがあります。資料の目録化と

公開による検索性と参照性の付与、地理

空間的・時間的障壁の消滅といった

「利用者のアクセス性」の向上は、デジ

タルアーカイブが博物館へもたらす最も

大きな変革と言えるでしょう。

オープンサイエンスを導く、デジタル

アーカイブの役割

　近年、世界的に進められている取り

組みに 「オープンサイエンス」という概念

があります。オープンサイエンスは、イン

ターネットを通じて科学研究の成果や

方法論といったデータと知識を積極的に

公開・共有し、科学と社会の発展に資する

取り組みです。その基礎となっている考え

は、「全ての人のための科学 （= "Science 
for all"）」です。すなわち、科学とは専門家

である職業科学者だけのものではなく、

科学に関心を持つ全ての人に開かれて

いる、という考え方です。自然史博物館に

おけるデジタルアーカイブの話題でオー

プンサイエンスの概念を持ち出すのは、

デジタルアーカイブが、自然史博物館に

おいてオープンサイエンスを推進する

原動力の一つでもあるためです。

　多くの地域自然史博物館では、以前

からオープンサイエンスと同じような考え

方に基づく活動が続けられてきました。具

体的には、博物館ボランティアや地域住

民、あるいは研究者を含む様々な利用者

とともに、地域にまつわる自然史資料を

「集めて」「調べて」「発信する」といった活

動です。博物館のデジタルアーカイブは、

博物館のこうした活動を踏まえ、その延長

線上に構築されます。まず利用者のアク

セス性が向上することによって、利用の

形態や利用者の範囲が広がることが期待

されます。例えば、デジタルアーカイブの

有無に関わらず、実物資料そのものの

取り扱いには一定の知識や技術が求めら

れますが、資料の画像や採集記録、計測

情報や研究成果などの関連情報といっ

た、実物資料に付随する情報に対して

は、デジタルアーカイブの仕組みを通じ

て、誰もがアクセスできるようになります。

また、資料に関する新たな発見や研究

成果を共有し、積み上げる活動が、デジ

タルアーカイブを基盤とした上で実現で

きるようになることで、時間や場所、参加



図1． オープンサイエンスにおける,さまざまな“科学”のイメージと博物館の役割. 博物館のデジタルアーカイブは,博物館資料と,それを巡る活動（青色の

点線の内側）へのアクセスを容易にし,オープンサイエンスにおける博物館の社会的役割を可視化することが期待される. なお,図中には境界線を描いた

が,オープンサイエンスの概念において,本質的に境界は存在しない.
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する立場などの制約に縛られないオー

プンサイエンスの活動の広がりが期待さ

れます。同時に、デジタルアーカイブを通

じた様々な利用の拡がりを記録すること

で、オープンサイエンスにおける博物館の

社会的役割を可視化することも期待され

ます （図１）。

地域自然史博物館のデジタルアーカ

イブに期待される役割

　オープンサイエンスの概念を基礎として

考えると、地域自然史博物館のデジタル

アーカイブが目指すべき方向性は自ずと

見えてくるように思います。単にデジタル

アーカイブへ資料を登録するだけでなく、

収集した資料に関する情報を、インター

ネットを通じて公開共有し、誰でも利用

可能にする必要があります。また、その際

には、ただ文字や画像を公開するのでは

なく、データの検索性や参照性を備えて

いることが望ましいでしょう。このためには

自然史博物館のデジタルアーカイブ内、

あるいはインターネットを通じた他のデジ

タルアーカイブの情報との関連付けなど

もなされている必要があります。また、専門

家ではない多くの利用者にとっては、そこ

に情報が散在していればよいのではなく、

ある程度体系化された知識としての提供

づく発信の場となる点にあるように思いま

す。コミュニケーションの元となる資料や

データへのアクセス性を向上させるデジ

タルアーカイブは、そのための基盤と言

えるかもしれません。

　オープンサイエンスを指向したデジタル

アーカイブを備えるとき、地域自然史博物

館は、地域にまつわる自然史資料を 「集

めて」「調べて」「発信する」活動を、利用

者とともに継続する中で、また新たな社会

的役割を果たすことになるでしょう。
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が望まれることでしょう。

　同時に、デジタルアーカイブと、博物館

が蓄積してきた 「実物資料」や 「実際の

活動」を結び付ける役割も忘れてはなりま

せん。デジタルアーカイブで扱うデジタル

のデータは、著作権や管理手法が整理さ

れていれば、博物館以外の様々な機関

からも発信が可能です。一方、そのデータ

の元となる実物の博物館資料が存在

する場合、デジタルアーカイブを経由して

辿り着いた利用者によるオリジナルの

資料を参照・利用する要望に応えたり、

オリジナルの資料を元とした、新たな情報

発信がしやすいのは、オリジナルの資料

を収蔵する博物館です。そして、デジタル

アーカイブを経てやってきた利用者と、博

物館の持つオリジナル資料を引き合わ

せることこそ、デジタルアーカイブを備える

博物館の役割と言えるでしょう。

　ここまで、デジタルアーカイブがもたら

す、博物館資料への利用者のアクセス性

の向上、そしてオープンサイエンスの視点

において、情報集積・発信拠点として博

物館に期待される社会的役割を説明しま

した。ただ、これらが充実した将来の博物

館像を想像すると、オープンサイエンスを

指向した博物館の本質的な役割は、様々

な立場の利用者のコミュニケーションに基
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